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大
阪
市
を
廃
止
し
て
４
つ

の
特
別
区
に
再
編
す
る
「
大

阪
都
構
想
」
の
賛
否
を
問
う

住
民
投
票
は
、
５
年
前
と
同

様
に
否
決
さ
れ
た
。
本
紙
関

西
支
社
の
あ
る
地
は
大
阪
市

中
央
区
。
昼
食
屋
の
主
人
が

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の

議
論
以
前
に
「
府
市
合
わ
せ

す
れ
ば
不
幸
せ
に
な
る
」と
、

落
語
家
の
よ
う
な
反
対
論
を

カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
説
い
た

の
に
は
失
笑
し
た
◆
反
対
が

勝
っ
た
要
因
は
ニ
ュ
ー
ス
解

説
で
い
ろ
い
ろ
い
わ
れ
て
い

る
が
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
地

元
愛
が
根
底
に
あ
っ
た
と
推

察
す
る
。
支
社
の
あ
る
地
は

旧
大
阪
市
東
区
。
明
治
12
年

の
郡
区
町
村
編
制
法
施
行
に

よ
り
「
大
阪
府
東
区
」
と
し

て
発
足
し
、
大
阪
市
の
下
部

組
織
へ
移
行
し
た
後
も
法
人

格
を
有
し
、
太
平
洋
戦
争
の

戦
時
下
ま
で
都
構
想
で
い
う

区
議
会
で
自
治
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
歴
史
も
あ
っ
て

か
、
平
成
元
年
に
南
区
と
の

統
合
で
中
央
区
と
な
る
時
、

東
区
の
長
老
が
「
新
興
の
南

区
と
の
統
合
は
嫌
だ
」
と
、

眉
間
に
皺
を
寄
せ
て
い
た
顔

を
覚
え
て
い
る
◆
江
戸
っ

子
、
博
多
っ
子
と
い
う
よ
う

に
、
時
代
や
所
は
変
わ
っ
て

も
、
人
そ
れ
ぞ
れ
地
元
愛
と

誇
り
は
あ
る
。
今
回
の
投
票

で
「
賛
成
す
れ
ば
、
わ
が
街

は
こ
の
よ
う
に
良
く
な
る
」

と
、
人
の
心
を
動
か
す
も
の

を
示
せ
な
か
っ
た
の
で
は
。

組
織
・
体
制
を
変
え
る
時
、

合
理
化
で
は
割
り
切
れ
な
い

部
分
に
も
配
慮
を
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え

て
く
れ
た
事
例
と
い
え
そ
う

だ
。　

 

Ｓ
（
20
・
11
・
10
）

　

現
物
流
大
綱
（
第
６
次
）

は
、
人
口
減
少
な
ど
の
環
境

変
化
に
的
確
に
対
応
し
て
い

く
中
に
あ
っ
て
、
物
流
の
大

幅
な
生
産
性
向
上
を
図
る
こ

と
で
効
率
的
・
持
続
的
・
安

定
的
に
機
能

を
発
揮
す
る

「
強
い
物
流
」

を
構
築
す
る

こ
と
が
大
き

な
目
標
と
な

っ
て
い
る
。

　

次
期
物
流

大
綱
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
る

社
会
の
劇
的

な
変
化
に
よ

り
、
既
存
の

慣
習
や
様
式

に
と
ら
わ
れ

ず
に
施
策
を
進
め
る
環
境
が

整
い
つ
つ
あ
る
と
し
、
３
つ

の
柱
立
て
を
設
け
、
そ
れ
ぞ

れ
に
副
題
を
つ
け
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
施
策
を
推
進
し

て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

物
流
Ｄ
Ｘ
や
物
流
標
準
化

の
中
で
、
新
た
に
「
ｉ
│
Ｌ

ｏ
ｇ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
」
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
設
け
、

先
端
技
術
を
用
い
物
流
の
効

率
化
を
図
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
関
係
者
の
取
り
組
み
と

定
義
し
た
。

　

骨
子
案
の
説
明
の
後
、
委

員
か
ら
は
「
物
流
Ｄ
Ｘ
と
物

流
標
準
化
」
に
意
見
が
集
中

し
た
。

　

と
り
わ
け
物
流
標
準
化
に

つ
い
て
、「
荷
主
と
物
流
企

業
が
し
っ
か
り
手
を
握
り
、

合
意
す
る
こ
と
が
重
要
。
そ

れ
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
で

き
な
い
非
定
常
化
業
務
を
定

常
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
標
準
化
を
阻
害
し
て
い
る

の
は
商
慣
行
で
あ
り
、
着
荷

主
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
。
ま
ず
荷
役
分
離
実
現

を
」「
標
準
化
は
膨
大
な
作

業
で
あ
り
、
だ
れ
が
担
う
の

か
の
主
体
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
る
」「
標
準
化
の
先

に
Ｄ
Ｘ
が
花
開
く
と
い
う
認

識
を
強
調
す
べ
き
」
と
い
っ

た
意
見
が
み
ら
れ
た
。

　

そ
の
一
方
、「
標
準
化
し

た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
中

小
企
業
で
も
使
え
る
よ
う
に

し
な
い
と
、
中
小
は
下
請
け

に
徹
し
て
し
ま
い
多
重
構
造

が
一
層
進
ん
で
し
ま
う
」
な

ど
の
発
言
も
あ
っ
た
。

　

物
流
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
、「
物

流
は
協
調
領
域
で
あ
り
、
Ｄ

Ｘ
に
よ
り
荷
主
は
囲
い
込
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
と
指
摘
す

る
必
要
が
あ
る
。
物
流
企
業

は
い
ろ
い
ろ
な
荷
主
と
つ
き

合
え
る
よ
う
に
な
り
、
産
業

構
造
が
変
革
し
、
国
際
競
争

力
の
強
化
に
つ
な
が
る
と
い

っ
た
表
現
を
」「
デ
ジ
タ
ル

化
が
遅
れ
て
い
る
の
は
、
現

場
の
ス
キ
ル
が
高
い
た
め
、

シ
ス
テ
ム
化
し
な
く
て
良
か

っ
た
面
が
あ
る
。
次
期
物
流

大
綱
は
、
ス
キ
ル
の
高
い
現

場
こ
そ
Ｄ
Ｘ
を
使
い
こ
な

せ
、
よ
り
早
く
Ｄ
Ｘ
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た

表
現
を
」
と
い
っ
た
注
文
も

つ
け
ら
れ
た
。

　

一
部
還
元
措
置

　

の
延
長
を
要
望全

ト
協
と

日
貨
協
連

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
（
日
貨
協
連
）
は
６

日
、
国
土
交
通
省
の
吉
岡
幹

夫
道
路
局
長
に
対
し
、
高
速

道
路
料
金
の
大
口
・
多
頻
度

割
引
利
用
額
の
一
部
還
元
を

求
め
る
緊
急
要
望
書
を
提
出

し
た
。

　

昨
年
11
月
か
ら
今
年
１
月

に
か
け
て
の
３
カ

月
間
連
続
で
大

口
・
多
頻
度
割
引

の
契
約
単
位
割
引

が
適
用
さ
れ
て
い

た
事
業
者
の
う

ち
、
割
引
が
適
用

さ
れ
な
か
っ
た
事

業
者
が
あ
っ
た
た

め
、
月
間
利
用
額

に
契
約
単
位
割
引

率
（
10
％
）
を
乗

じ
た
額
を
還
元
す
る
措
置
が

２
月
か
ら
当
面
の
間
実
施
さ

れ
て
い
た
が
、
こ
の
還
元
措

置
を
12
月
で
打
ち
切
る
方
針

が
同
省
か
ら
示
さ
れ
た
た
め

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
、
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
事

業
者
の
経
営
は
危
機
に
直
面

し
て
い
る
状
況
は
深
刻
だ
と

し
て
、
来
年
１
月
以
降
も
還

元
を
継
続
す
る
よ
う
要
望
し

た
。

　

全
ト
協
か
ら
坂
本
会
長
、

枡
野
理
事
長
、
日
貨
協
連
か

ら
吉
野
会
長
、
村
田
専
務
理

事
が
出
席
し
、
国
土
交
通
省

の
渡
辺
学
審
議
官
、
長
谷
川

朋
弘
高
速
道
路
課
長
に
要
望

書
を
手
渡
し
た
。

　

ゆ
う
パ
ッ
ク
11
・
５
％
増

　

ゆ
う
メ
ー
ル
４
・
０
％
減

９
月
の
郵
便
小
包

　

日
本
郵
便
の
９
月
の
引
受

郵
便
小
包
数
は
、
ゆ
う
パ
ッ

ク
８
７
４
５
万
８
０
０
０
個

（
前
年
同
月
比
11
・
５
％
増
）、

う
ち
ゆ
う
パ
ケ
ッ
ト
４
２
３

３
万
７
０
０
０
個
（
同
20
・

８
％
増
）、
ゆ
う
メ
ー
ル
２

億
６
４
８
３
万
９
０
０
０
個

（
同
４
・
０
％
減
）、
合
計
で

３
億
５
２
２
９
万
６
０
０
０

個（
同
０
・
６
％
減
）だ
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
２
０
２
０
年

度
４
〜
９
月
の
累
計
は
、
ゆ

う
パ
ッ
ク
は
５
億
６
６
６
７

万
１
０
０
０
個
（
前
年
同
期

比
21
・
０
％
増
）
と
２
割
増
、

う
ち
ゆ
う
パ
ケ
ッ
ト
２
億
７

６
３
６
万
６
０
０
０
個
（
同

34
・
７
％
増
）、
ゆ
う
メ
ー

ル
15
億
３
９
１
４
万
個
（
同

９
・
５
％
減
）、
合
計
で
21

億
５
８
１
万
２
０
０
０
個

（
同
２
・
９
％
減
）
と
な
っ 

た
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
共
同
配

送
に
興
味
の
あ
る
荷
主
同
士

の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る

た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
来
年
１
〜
２
月
に

開
催
す
る
こ
と
を
決
め
、「
ト

ラ
ッ
ク
運
転
者
の
長
時
間
労

働
改
善
に
向
け
た
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」
で
参
加
す
る
荷
主

企
業
の
募
集
を
開
始
し
た
。

募
集
期
間
は
11
月
末
ま
で
。

　
「
荷
主
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ

〜
あ
い
積
（
づ
み
）
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
〜
」
と
題
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、

日
頃
出
会
う
こ
と
の
な
い
荷

主
同
士
が
、
共
同
配
送
を
通

じ
た
物
流
生
産
性
向
上
に
向

け
た
意
見
交
換
を
行
う
場
と

し
て
設
定
。

　

来
年
１
〜
２
月
に
、「
１

回
当
た
り
３
〜
４
社
程
度
」

で
計
５
回
開
催
す
る
予
定
。

　

同
省
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

で
企
業
か
ら
の
参
加
エ
ン
ト

リ
ー
を
受
け
付
け
、
エ
ン
ト

リ
ー
企
業
に
は
物
流
の
状
況

な
ど
を
回
答
す

る
「
参
加
申
込

書
」
と
「
自
己

紹
介
カ
ー
ド
」

を
富
士
通
総
研

（
同
省
委
託
事

業
者
）
が
メ
ー

ル
で
送
付
。
そ

れ
に
答
え
て
提

出
す
る
と
参
加

申
し
込
み
が
完

了
す
る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
長

時
間
労
働
を
改

善
す
る
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
事

業
者
の
努
力
だ
け
で
は
改
善

が
困
難
な
問
題
が
存
在
し
て

お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の

長
時
間
労
働
改
善
に
有
効
な

取
り
組
み
で
あ
る
「
荷
主
同

士
の
連
携
」
の
う
ち
、
今
回

共
同
配
送
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

置
い
た
。

　

日
通
総
合
研
究
所
は
、
企

業
物
流
短
期
動
向
調
査
（
９

月
調
査
）
の
結
果
を
公
表
、

７
〜
９
月
実
績
の
国
内
出
荷

指
数
は
前
期
よ
り
６
ポイント
上
昇

し
て
▽
59
と
な
り
、
10
〜
12

月
見
通
し
は
さ
ら
に
６
ポイント
上

昇
し
て
▽
53
と
見
込
ん
で
い

る
。

　

４
〜
６
月
実
績
は
▽
65
。

当
初
、
７
〜
９
月
は
さ
ら
に

落
ち
込
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ

た
が
、
実
際
に
は
緩
や
か
な

回
復
と
な
っ
た
。「
４
〜
６

月
が
大
底
だ
っ
た
こ
と
に
な

る
が
、
た
だ
予
断
は
許
さ
な

い
状
況
」。
ま
た
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
は
Ｖ
字
回
復

し
た
が
、
今
回
は
「
二
番
底

の
可
能
性
も
あ
り
、
力
強
い

回
復
は
期
待
で
き
な
い
」
と

説
明
し
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
は
、
個
人
消

費
、
設
備
投
資
、
輸
出
の
三

本
柱
い
ず
れ
も
見
通
し
が
暗

い
た
め
で
、
失
業
率
も
「
今

は
３
％
だ
が
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
時
の
５
・
５
％
ま
で

上
昇
し
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
」
に
あ
る
た
め
。

　

輸
出
入
貨
物
量
の
動
向

は
、
外
貿
コ
ン
テ
ナ
の
輸
出

入
、
国
際
航
空
の
輸
出
入
と

も
に
４
〜
６
月
が
大
底
で
、

７
〜
９
月
以
降
も
若
干
の
改

善
に
と
ど
ま
る
見
通
し
。

　

在
庫
量
と
営
業
倉
庫
利
用

の
動
向
は
、
在
庫
調
整
は
進

ん
で
お
り
、
そ
れ
自
体
は
良

い
方
向
に
あ
る
が
、
生
産
拡

大
（
需
要
回
復
）
の
読
み
は

難
し
い
状
況
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
賃
の
動
向

は
、
１
〜
３
月
が
20
だ
っ
た

後
、
４
〜
６
月
４
、
７
〜
９

月
１
、
10
〜
12
月
見
通
し
３

と
、
ゼ
ロ
近
辺
に
張
り
付
い

て
い
る
。
燃
料
費
も
安
く
、

荷
主
の
値
下
げ
要
請
と
、
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
の
賃
金
や
傭

車
費
対
応
が
攻
め
ぎ
合
っ
て

お
り
、
当
面
は
横
ば
い
ま
た

は
微
増
の
状
況
が
続
く
と
み

て
い
る
。

荷
主
の
参
加
者
を
募
集

共
同
配
送
へ
出
会
い
の
場

厚労省

　

第
５
回
「
２
０
２
０
年
代
の
総
合
物
流
施
策
大
綱
に
関
す
る
検
討
会
」
が
６
日
に

開
催
さ
れ
、
次
期
物
流
大
綱
策
定
に
向
け
た
提
言
の
骨
子
案
が
示
さ
れ
た
。「
物
流

Ｄ
Ｘ
と
物
流
標
準
化
の
推
進
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
徹
底
し
た
最
適

化
」
な
ど
３
項
目
で
柱
立
て
し
て
い
る
。
次
回
12
月
４
日
の
検
討
会
で
と
り
ま
と
め

案
が
示
さ
れ
、
同
22
日
に
最
終
と
り
ま
と
め
を
行
う
。

要望書を提出

７
〜
９
月
若
干
回
復

10
〜
12
月
も
緩
や
か
に

日通総研短観

標準化を担う主体を明確に
次 期 物 流 大 綱 の 骨 子 案 提 示次 期 物 流 大 綱 の 骨 子 案 提 示


